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令和３年度 事業報告書 

東大阪大学附属幼稚園 

１ 法人の概要  

 １）沿革 

昭和１５年１２月２８日 財団法人村上学園設置認可 

１６年 ４月 １日 布施高等女学校開校 

２２年 ４月 １日 布施高等女学校附属中学校開校 

２３年 ４月 １日 新制高校の発足により布施学院高等学校と改称 

２４年 ２月１５日 布施女子高等学校、同中学校と改称 

２６年 ３月１３日 財団法人村上学園は学校法人村上学園となる 

２８年 ４月２２日 学校法人村上学園布施女子高等学校附属幼稚園開園 

３８年 ４月 １日 学校法人村上学園柏原女子高等学校開校 

３９年 １月２５日 学校法人村上学園柏原高等学校と校名変更、男子部を併設 

４０年 １月２５日 布施女子短期大学（４２年４月、東大阪短期大学と校名変

更）家政科設置認可を得、開学 

４１年 １月２５日 布施女子短期大学保育科を増設 

４３年 ４月 １日 家政科を家政学専攻と食物栄養学専攻に分離認可 

４４年 ４月 １日 保育科を幼児教育学科に改称（４７年３月廃止） 

４５年 ２月 ９日 児童教育学科設置認可を得、同年４月１日開設 

４５年 ４月 １日 家政学専攻を服飾デザイン専攻に改称 

          柏原高等学校、女子部を廃止 

４８年 ４月 １日 児童教育学科を初等教育学と幼児教育学に専攻分離 

６３年 ３月３１日 東大阪中学校廃校認可を得、廃校 

  平成１１年 ７月２８日 児童教育学科の初等教育学専攻の募集停止届出 

    １２年 ３月 １日 家政学科に生活福祉専攻設置認可を得、同年４月１日開設 

    １３年 ３月３１日 児童教育学科の初等教育学専攻廃止届出 

１３年 ５月１５日 校名変更認可、平成１４年４月から東大阪高等学校を敬愛

女子高等学校と改称 

    １４年 ４月 １日 児童教育学科を幼児教育学科に、服飾デザイン専攻を生活

デザイン専攻に名称変更 

    １４年１２月１９日 東大阪大学設置認可、平成１５年４月１日開学 

              校名変更認可、平成１５年４月から東大阪短期大学を東大

阪大学短期大学部と改称 

    １５年 １月２４日 校名変更認可、平成１５年４月から東大阪短期大学附属幼

稚園を東大阪大学附属幼稚園と改称 

    １５年 ４月 １日 東大阪大学こども学部こども学科開学 

    １８年 ４月 １日 敬愛女子高等学校を東大阪大学敬愛高等学校に名称変更 

              柏原高等学校を東大阪大学柏原高等学校に名称変更 

 東大阪大学短期大学部家政学科を健康福祉学科に、食物栄



- 2 - 

 

養学専攻を健康栄養専攻に名称変更 

              家政学科生活デザイン専攻を平成１８年度より募集停止 

    １９年 ３月３１日 家政学科生活デザイン専攻廃止届出 

    ２２年 ３月３１日 東大阪大学敬愛高等学校商業科廃止 

    ２２年 ４月 １日 健康福祉学科を健康栄養学科に名称変更 

              健康栄養学科生活福祉専攻を平成２２年度より募集停止 

    ２３年 ３月３１日 健康栄養学科生活福祉専攻廃止 

    ２３年 ４月 １日 東大阪大学こども学部アジアこども学科開設  

    ２８年 ４月 １日 東大阪大学短期大学部健康栄養学科を実践食物学科に、幼

児教育学科を実践保育学科に名称変更 

    ３０年 ４月 １日 東大阪大学短期大学部介護福祉学科開設 

令和 ３年 ４月 １日 東大阪大学こども学部アジアこども学科を国際教養こども

学科に名称変更 

 

 

 ２）設置する学校・学部・学科（令和３年度） 

  （１）東大阪大学 こども学部  こども学科 

                  国際教養こども学科 

（２）東大阪大学短期大学部   実践食物学科 

実践保育学科 

介護福祉学科 

（３）東大阪大学敬愛高等学校  普通科（全日制課程） 

（４）東大阪大学柏原高等学校  普通科（全日制課程） 

（５）東大阪大学附属幼稚園 

 

 

 ３）当該学校・学部・学科の学生数（令和３年５月１日現在） 

学 校 名 学部・学科名 学生・生徒数 

東大阪大学 こども学部       ３１３ 

東大阪大学短期大学部 

実践食物学科        ９７ 

実践保育学科 

介護福祉学科 

       ９６ 

１３１ 

東大阪大学敬愛高等学校 普通科       ６０２ 

東大阪大学柏原高等学校 普通科       ５５９ 

東大阪大学附属幼稚園  ２８８ 

合計     ２,０８６ 
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４）役員の概要（令和４年４月１日現在） 

  （１）役員  理事 ７人、監事 ２人（任期：令和７年７月３日【7-1-1 除く】）    

寄附行為 役職名 氏名 

７－１－２ 理事長 村上 靖平 

７－１－２ 理 事 栗岡二三子 

７－１－３ 理 事 佐伯  勇 

７－１－３ 理 事 筒井 宣興 

７－１－１ 理 事 吉岡眞知子 

７－１－２ 理 事 金治 延幸 

７－１－３ 理 事 別所諭貴夫 

８ 監 事  中道  均 

８ 監 事  室井 博子 

  

  （２）評議員  １５人（任期：令和７年７月３日）    

寄附行為 氏名 寄附行為 氏名 

２１－１－２ 栗岡二三子 ２１－１－１ 山田ゆかり 

２１－１－１ 村上 靖平 ２１－１－１ 森内  徹 

２１－１－３ 妻野 京子 ２１－１－１ 出口 和隆 

２１－１－３ 吉岡眞知子 ２１－１－１ 新  浩幸 

２１－１－３ 別所諭貴夫 ２１－１－１ 小林 康行 

２１－１－３ 西田 眞男 ２１－１－１ 南方 孝一 

２１－１－３ 金治 延幸 ２１－１－３ 宮里 円香 

２１－１－３ 三浦 常治   

 

 

 ５）教職員の概要（令和３年５月１日現在） 

       教 員 職 員 
合計 

専任 非常勤 専任 非常勤 

法人部門 ０ ０ １３ １０ ２３ 

東大阪大学 ２５ ２５ １５ ９ ７４ 

東大阪大学短期大学部 ３１ ３７ １４ ５ ８７ 

東大阪大学敬愛高等学校 ４５ １１ ６ ７ ６９ 

東大阪大学柏原高等学校 ４８ １１ １０ １１ ８０ 

東大阪大学附属幼稚園 １８ ２ ６ ５ ３１ 

合 計 １６７ ８６ ６４ ４７ ３６４ 
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２ 令和３年度事業計画における進捗状況等 

   新型コロナウイルス感染症の感染拡大から、短縮保育期間の延長と３度の休園を行

いました。幸い休園後の感染状況は落ち着きをみせ、感染症対策を取りながら通常保

育を続けるとともに、計画した園行事を概ね実施することができた。令和３年度から

「働くご家庭を応援します」と名称を変えた預かり保育は通年で実施、働く保護者の

子育て支援を続けることができた。幼児教育の無償化により、預かり保育の人数が年々

増加している。働きながら幼稚園を選んでいただいたことが大きな要因といえる。し

かし、在宅でも子どもの成長目的で預かり保育を利用されている保護者も多く、内容

の充実が求められてきた。令和３度は、指導計画、活動計画を組み、内容に工夫を凝

らした。感染症対策として２クラス、３クラスに分け密な状況をさけて保育を試みた。

異年齢集団での保育である、その良さを生かし預かり保育を進めた。おおむね保護者

には好評であり、次年度はさらに充実をさせたい。 

 園児募集については、園児獲得に向けて独自の入園広報ポスターを制作、入園広報

活動を行った。卒園児、在園児の保護者からの口コミ、ホームページ、ブログ配信な

どが、入園広報の中心ではあるが、３年保育９０名、２年保育９名、１年保育２名計

１０１名の入園をいただいた。今後も保護者の入園志望の分析を進めるとともに、施

設や環境の充実、保育の質の向上、未就園児さくらんぼルームの募集枠の一部、拡大

などを行い園児獲得に努めていきたい。 

 

１．教育の質の向上 

   新幼稚園教育要領に沿った保育研究は継続して行えた。今年度は、全教員が研究保

育を実施し、対話的な指導を取り入れ、子どもたちの主体的な活動を促す保育の改善

に取り組んだ。研究保育の動画を部分撮影し、教員間で供覧するとともに、保育者自

身の振り返りにも生かした。経験者とともに、１０年未満の教員の指導力も向上して

きているが、まだ、課題は残っているため、今後も継続して保育研究を行い魅力ある

保育の実践に努めていきたい。 

保護者に行った園教育自己診断では、幼稚園の教育活動に概ね理解をいただいたが、

一部よりていねいな指導や支援を求める声もあり今後の課題として改善を図っていき

たい。幼稚園教育の質の向上は、今後の本園の評価につながる重要な取り組みである。

少子化の中で、園児を獲得し続けるためには、ぜひ達成していかねばならないと考え

ている。 

 

２．配慮を要する園児の研修の充実、子育て支援の充実 

   配慮を要する園児については毎学期ごとに個別の指導計画、支援計画を作成し、全

教職員で情報を共有し、支援にあたることができた。大阪府教育庁に、特別支援教育

費の補助申請を行い、保育支援にあたる教員の配置を進めることもできた。言葉の未

発達の園児が年とともに増えてきている。保護者との面談を行い、言語の専門家の構

音検査を含む指導などを実施し、対応した。今後もこの傾向は大きくなるので、教員

の研修内容を検討し次年度につなげていきたいと考えている。通年で「子育て相談」
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を実施、保護者の子育て支援を行った。 

 

３．２歳児未就園児体験保育（さくらんぼルーム）の充実、募集の努力 

   今年度もさくらんぼルームから４６名が年少組に入園していただいた。園児獲得の

大切な取り組みであり、昨年度の内容と新しい取り組みなども取り入れ、魅力ある体

験保育が実施できた。予算配当をいただき、未就園児の活動に合わせた保育室の改修

にも取り組めた。「通わせてよかった。」との声をいただき、引き続き、数多くの園児

応募を目指したい。 

 

４．特色ある教育の充実 自然に親しむ体験学習 

   キッズファームでの活動が、入園希望の理由で上位を占め、本園の大きな特色とな

っている。２年ぶりにイチゴ狩りも行えた。令和３年度は、計画通りの作物の収穫が

できた。 

   全園児がキッズファームでのイチゴ、ジャガイモ、サツマイモ等の栽培・収穫にか

かわり、生長過程を体験することで、命の大切さや食べ物への感謝等、人間生活の基

本を学べる場にすることができた。保護者からも大きな支持を得ており、引き続き、

キッズファームの活動を続けていきたい。 

 

５．課外活動の充実 

   空手、体操、英語、水泳、サッカー、チアーダンスなど参加園児は年々多くなって

おり、延 300名を超えてきている。一人の園児が複数の課外教室を希望するケースも

多くなってきている。特にサッカーの希望者は女児も含めて多くなっている。指導者、

指導者補助員の確保が課題であり、一部教員に課外教室の担当を担わせ、保護者、園

児の希望に応えることができた。 

 

６．教職員の積極的な園経営への参画と変形労働時間制の定着に努める。 

教員の外部研修（Web研修を含む）への参加を積極的に実施し、新規採用者の研修

についても多様な研修を企画し、充実に努めた。評価育成システム制度を活用し、教

職員の自己研鑚を喚起するなかで、行動評価項目に、幼稚園の明日を考えた目標が表

れてきていることは喜ばしい。保育の質、教育の質の向上が今後の園児獲得の大きな

柱であることの周知徹底を機会あるごとに伝え、教職員の育成に努めた。令和４年度

から導入される勤怠管理システムの円滑な実施に向けて、変形労働時間制を本格実施、

勤務時間の適正化を進めることができた。 

 

７．進学先小学校との連携と地域連携 

   園児の小学校への接続のために、西堤小学校との連携をはじめ、配慮を要する園児

の引継ぎなどを丁寧に実施した。保健センター、障害児者支援センター、子ども家庭

センターとの連携を深め、子育て支援に取り組んだ。年度当初予定していた自治会や

地域高齢者施設の訪問などは感染症の感染予防の観点から令和３年度は見送った。 
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８．その他 

   新型コロナウイルス感染症の感染予防対策を引き続き講じた。マスクとフェイスシ

ールドを活用し、感染予防に努めた。保護者に感染症対策が見える形で進めることが

でき、保護者理解、保護者の安心に繋がり、行事、保育を円滑に進めることができた。

今後も園児一人ひとりの健康観察に気を配って活動を続けていきたい。施設改修の一

環としてトイレ改修工事、放送設備改修工事を実施できた。トイレの改修工事により、

園児にとって使いやすく、明るく快適なトイレにリニューアルできた。 

 

 

３ 財務の概要  

別添 令和３年度   資金収支計算書  

事業活動収支計算書  

貸借対照表  

財産目録  

監査報告書     参照 

 


